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相原まちづくり協議会は、11 町会 自治会から推薦された理事・監査で運営されています 

 

第 16 回まちづくり講演会が開催されました 

今回の講演会は11月10日に堺市民センターで、

相原まちづくり協議会設立３０周年特別企画とし

て「みんなで考える相原の医療と福祉」と題し講

師の皆様にご講演頂きました。社会の高齢化そし

て少子化が進行する中、医療・福祉問題への関心

が益々高くなっています。昨年 7 月に町田市にて

まとめた「町田市都市計画マスタープラン"地域構

想編」におきましても、安心・安全のまちづくり

方針が明記されました。住民の高齢化に伴なって

医療の需要はますます

大きな課題となってき

ているのが現状です。

住民座談会でも、総合

病院に掛るためには相

模原協同病院や八王子

医療センターなど相模

原市や入王子市の医療

機関を利用している人

が多く、行くにしても、

バス停までかなり急な

坂道を歩かなければな

らなく、高齢の病弱者

にとっては極めて厳し

い現実とのことでした。

この点をいかに解決す

るかが今後の大きな課題です。この現状を踏まえ、

行政機関をはじめ相原を活動拠点とする各機関・

団体の関係者の方々が、現状の取り組みなどにつ

いてお話しいただきました。中長期的な観点に立

った今後のまちづくり活動に活かしていきたいと

思います。少子化が進む中で明日の相原町を築く

子どもたちをいかに見守っていくかも重要な課題

ですが、今回の講演会は高齢化の問題を優先して

とりあげました。

町田市いきいき健康部次長兼健康総務課長 荻野 眞一 
１・町田市の医療の現状・・東京都保健医療計

画において、町田市は、八王子市、日野市、多摩

市、稲城市、５市の「南多摩保健医療圏」に属し

ています。救急医療など広域的な病院の連携が重

要となっていますが、特に町田市は神奈川県との

連携が重要です。

市民の健康を確保

し、市民が安心し

て生活を送るため

に、充実した地域

医療体制の構築が

重要です。高次の

救急や特殊な医療

は三次救急医療機

関などが担当しま

すが、町田市の地

理的特徴から神奈川県内の高次救急医療機関とも

緊密に連携していきます。 

2・現状における課題・・東京都の既存病床数は

10124 床ありそのうち町田市は 20 の病院で 4002

床ありますが相原地区は、クリニックや病院など

の医療機関が少ないことが課題となっています。

しかしながら、病院を新たに設置するのは難しい

現状があります。 

3・安心な医療の確保・・行政の取り組みは、広

報まちだで月に３回救急当番医や診療時間等の情

報を掲載しています。健康課における具体的な取

り組みとして予防接種や検診の一部で市外の医療

機関を利用できますが。現状では検診の方法や施

設、科目、項目などの違いなどから相互交流には

難しい課題もあります。しかし問題を解消しなが

ら協力関係を築いていけるよう努力しています。 
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町田市いきいき健康部高齢者福祉統括係長 叶内 昌志 
介護施設の種

類は大きくは 4

種類あります。 

① 養護老人ホ

ーム・町田では

１ヶ所金森に合

掌苑があります。

② 介護保険施

設 ・「特別養護老人ホーム」比較的重い症状の方

の施設で相原では杏林荘、つばき、ヴィラ町田、

と相原には町田全体の約１/4の 400名分の入所施

設があります。他には「介護老人保健施設」リハ

ビリーなどおこない在宅に戻る中間的な施設で市

内に６か所、相原にはサンシルバー町田があり中

には高齢者支援センターがあり相談機関になって

います。 ③ 地域密着型サービスは 小規模多機

能居宅介護でデイサーサービスがあり、ヘルパー

の支援が受けられ、宿泊できる施設で町田には４

か所あります。④ 住宅として考えられる施設は

有料老人ホームで市内に 33か所あります。 

認知症と高齢者虐待の関係、高齢者の 15％が認知

症と言われています。施設で利用者を「あだ名」

で呼ぶことも虐待になります。養護者が適切な介

護をしないことも虐待になります。多い虐待は年

金や資産などを養護者のものとしてしまう経済的

虐待です。最後に提案として、困る事があれば高

齢者支援センターや民生委員、町田市役所に相談

してください。また認知症の理解が進むことも大

切です。地域や事業所の見守り支援システムも孤

独死など防ぐためには大切です。
 

民生委員からみた相原の現状 堺地区民生委員児童委員協議会副会長 島﨑 正子 
民生委員・児童委員の概要 民生委員・児童委

員は、市役所や児童相談所、高齢者支援センタ一、

社会福祉協議会などの関係機関と連携して優しく

見守るパイプ役です。これらの機関のサービスの

内容や利用方法について、分かりやすく説明し、

情報提供をしています。又、受け付けた相談内容

によって適切な関係機関を紹介するパイプ役とな

り、各機関と連携して問題を解決できるようお手

伝いをします。適切な対応ができるように、福祉

に関する研修を受けています。民生委員・児童委

員には守秘義務があります。(2013 年 5月 11 日町

田市広報「まちだ」に掲載)市町村で設置された民

生委員推薦会によって推薦され、厚生労働大臣よ

り委嘱を受けております。併せて社会福祉協議会

より委嘱を受けています。そして地域の住民の立

場にたって地域の福祉を担うボランティアです。

民生委員は民生委員法によって定められ、「社会

福祉の精神をもって、常に住民の立場に立って相

談に応じ、及び必要な援助を行い、もって社会福

祉の増進に努める」(民生委員法第 1 条)ことを任

務としています。また、それぞれが担当の区域を

持ち、高齢者や障が

いのある方等の見

守り活動を行なっ

ています。児童委員

は児童福祉法によ

り、民生委員は児童

委員を兼ねること

とされており、児童

や乳幼児、妊産婦等の福祉や保護等のための相談

や援助を行なっています。主任児童委員は児童に

関する専門的知識・経験を有する児童委員の中か

ら指名され児童福祉に関する様々な機関と児童委

員との連絡調整を行うとともに児童委員の活動に

対する援助及び協力を行なう役割を担っています。

担当区域を持っていません。民生委員・児童委員

は、町田市 254 人、堺地区 27 人(うち主任児童委

員 2人)、相原地区担当は 14人、任期は 3年です。 

相原は４人に１人は高齢者で１人暮らしの方も

多くなって、何らかの支援を必要としている方も

見うけられます。民生委員・児童委員は、一人で

も多くの方が笑顔で暮らせるよう活動しています。 

町田市老人クラブ連合会副会長 岩田 克也  
高齢者団体の活動について、老人クラブは 60歳

以上の方が対象です。相原の 60 歳以上の割合は

33.7％です。相原には７つのクラブあります。会

員数は 511 名で全国的にみても町田市は加入率が

低いので是非加入してください。クラブの運営は、

自主的、民主的に会員主導で、社会奉仕・生きが

いを高める・健康を勧める・地域を豊かにする等

を基本に、地区ごとにバランスのとれた多種多様

な活動を行っています。相原住民福祉協議会が行

ったアンケートでは身体の不安が上位を占めてい

ます。特に起伏の多い相原では買い物や通院など

外出をしやすい環

境を整えることが、

孤立や引きこもり

を防ぎ元気に過ご

す上で大切なこと

がわかります。その

ためには安価な多

目的に利用できる

乗り物の運行を望む声が45.1％ 歩行の安心安全

15.7％その他 年金で入居できるホーム 公衆ト

イレ 休憩ができる場所などの要望がありました。 



~ 3 ~ 

相原まちづくり協議会は、11 町会 自治会から推薦された理事・監査で運営されています 

地域に会った交通システムの提案 法政大学現代福祉学部教授   宮城  孝
2013 年 9月 16 日の日

本の高齢化率 は 25%と

全人口の4分の１になり

相原地域の高齢化率は、

15,231 人中 3,728 人の

24.5% とほぼ全国平均 

(2013 月 1月 1日現在)

並みで、その内 75歳以

上が、1,580 人と 42.4% となっています。今後、

2025 年には高齢化率が約 30%と急速に超高齢化し

ていくことが予測されます。 

相原地域の地域特性と交通問題・相原町におけ

る地域生活の特徴は、その他理的条件に大きく影

響を受けています。東西に細長く、南に流れる境

川付近から北に向かって、低地、台地、丘陵地が

連続しています。・小規模な宅地開発により多様な

住居と世代が混住しています。特に日常生活で不

可欠な買い物先・医療機関が極端に少なく、宅地

開発された丘陵地は起伏が激しくかつ道路が狭く、

コミュニティバスが通らずバス停までが遠い。通

院には、八王子・橋本等の隣接自治体へ行かざる

を得なく、交通費が高額になるなど、交通条件が

極めて悪いことです。 

－相原地域に会った交通システムの導入を－ 

あいはら住民福祉協議会が、2007年に行った「相

原地区の高齢化と暮らしに関する調査」で地域住

民が、「今、不便を感じていること・困っているこ

と」の第 1 位は、「医療・通院」の 22.8％、第 2

位が「買い物の 15.5％となっています。・必要な

サービスは、「外出支援」が 25・6％となっていま

す。あいはら住民福祉協議会では、その後、住民

懇談会での意見聴取、お試し買い物ツアーの実施、

町田市内・外にある周辺の医療機関までの距離と

車両による移動時間の計測などを行い、これらの

結果をもとに、相原地域には、予約による家の前

から行き先の玄関まで送迎するあいのりタクシ一

方式によるデマンド交通システムが適していると

の結論を得ています。

特定非営利活動法人相原やまゆり会理事長 吉野 光章 
相原やまゆり会は

相原の介護を考える

会がスタートです。大

地沢青少年センター

で平成 11 年から食事

会等を開き、意見を聞

き、施設やサービスの

内容や質について検

討を重ね発足しました。現在も利用者からの要望

に前向きに取り組み、楽しく生きがいを感じても

らえるように努力しています。介護は家族の力だ

けでは限界があります。住み慣れた地域に長く暮

らしていくためにも、施設を利用してください。

また、介護の仕事をする若い人達が家庭を持てる

経済的バックアップが絶対に必要です。行政の方

に是非お願いしたいと考えています。 

一般財団法人相原保善会理事長 青木 悠
保善会の定款の中には福祉事業があります。88

歳のお祝い金や輪投げ大会などもその一環で行わ

れています。先人の残してくれた財産を維持にて

行くことが保善会の役割です。その中に山の管理

があります。しかし 61 年の雪害で大きな被害があ

りました。その後植林しましたが数年前の豪雨に

よって 10 か所以上頂上から崩壊してしまいまし

た。せっかく植えた桧ですが枝打ちなど手をかけ

て出荷しても僅かな金額にしかなりません。保善

会の収入の大半は大地沢の青少年センターの地代

の 1000 万円ほどが主な収入です。支出は約 60 団

体に 700 万ほどの補助

金を出しています。そ

の他の事業費や経費や

維持費などでこのまま

継続して行くのは困難

です。愛の家グループ

ホーム町田相原は先人

の残してくれた財産の

有効的な利用を検討した結果です。利用している

方の喜びの声も聴き安心しました。

討論会及びまとめ
後半の討論会では、多くの質疑応答がなされま

した。主な課題としては、・公衆トイレ･坂道ベン

チ/手摺り・バス停の雨よけの設置、・見守りの事

業所協定、･民生委員の増員、・老人クラブ会員の

増強、･ 高齢者福祉従事者の待遇改善、等 です。

また、相原地区連合町内会会長平山冨士雄氏より

地域を代表してご挨拶を頂きました。 最後に共

催である町田市都市づくり部地区街づくり課長 

萩野功一氏

より行政側

としての今

後の医療福

祉問題への

取り組み施

策が示され

無事講演会が終了いたしました。 
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第 21 回全国女性消防操法大会で優秀選手賞に
各都道府県か

ら選抜された精

鋭の中、東京都代

表として明月堂

の飯島さんが３

番員として出場

し日本一の隊員

に選ばれました。

町田市の女性消防隊は結成されて 15 年になりま

す。普段は広報活動や防災訓練の指導を行ってい

ますが出場決定から半年間、ゼロからのスタート

で、週３～４回の訓練を重ね準備をしてきました。

町田市女性消防隊は東京の代表としても 10 年ぶ

りとなる優良賞も受賞しました。消防庁は女性団

員の活動環境

の改善を図り

団員の加入促

進をしていま

す。 

放課後学習教室「いろは」
平成 23年、学校の依頼を受けて毎週水曜日午後

に放課後学習教室「いろは」を開催して 3 年にな

ります。青少年健全育成会の協力を得て、地域の

老人会、協力者のお力を頂き、宿題、音読や自主

プリントなどを使っ

た学習を行っていま

す。開設当初は 10 人

足らずだった生徒た

ちの参加も、昨年より

毎回の参加者が 40 名

を超える状況が続き

学校内でも「いろは」の存在が浸透してきたこと

を実感しています。地域で協力をいただいている

方々の励ましや身守りで、多くの子供たちが自信

を持って「また来るね！」と声を掛け、手を振っ

て笑顔で帰宅する姿はとても微笑ましいです。今

の課題は子供たちに対応して頂けるスタッフを増

やす事です。ボランティアスタッフを募集してい

ます。毎週、水曜日１３時～１６時相原小学校３

棟３階 算数教室 連絡先；相原小学校ボランティ

ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー  横 溝 一 枝  電 話

090-4842-3046 まで 

あいはら幼稚園が新しくなりました 

相原住民が幼児教育と子育て支援とを目的に開

設された季節保育所は、移管の変遷をたどり幼稚

園へと変貌してまいりました。近年の子どもを取

り巻く環境の変化の中で、幼児教育の場において

も時代のニーズに合わせた幼稚園の環境づくりが

求められていますので、数年前からあいはら幼稚

園は、安全・安心な教育施設及び自然環境に配慮

した教育施設への様変わりについて協議を重ねて

まいりました結果、平成２５年１２月新園舎竣工

となりました。例えば、太陽光パネル設置による

発電、保育室には冷暖房・ペアガラス・LED 設備

で省エネルギ

ー化、全教職

員携帯のトラ

ンシーバの有

効活用と防犯

対策、広さ６

０㎡の保育室

の多目的活用、

保護者が集うコミュニティ広場の設置等は、その

一例です。

                 町田市消防署「防火のつどい」で表彰状授与
相原町まちづくり

協議会は町田市消防

署より感謝状を頂き

ました。これは平成

24年度の活動として

作成し、地区全域に

全戸配布させて頂い

た「相原生活マップ」

の一次避難場所、消火栓、協力井戸等、防火・防

災関連の記載が各町会・自治会に依頼された防災

マップと合わせて評価されました。町田消防署西

町田出張所の推薦により受賞致しました。表彰式

は平成25年 11月 21日に鶴川ポプリホールで行わ

れ、土田理事長が出席しました。「相原生活マッ

プ」が多方面にお役に立つよう祈念するとともに

作製にあたりご協力を頂いた皆様にあらためてお

礼を申し上げます。

スマートフォーン、携帯から相原の情報を
相原まちづくり協議会では相原の歴史、自然や各種

行事など近隣地域を含めた広範囲の情報を皆様にお伝

えする事を目的にホームページの作成に取り掛かりま

した。住民の方のご意見を反映させながら順次、充実

したものにして行こうと考えています。当面、今年度

末には基本的なページをインターネット上にアップで

きるよう作製を進めています。

夫の保彦さんは第 5 分団の 
分団長をされています。 


